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1 Abstract

悪性腫瘍の誘発や, 遺伝子の損傷など, 放射線が生体へ与える健康被害は, 確かに人々にとって重

大な恐怖足り得る. しかし, 放射線は生体に対する危険性を持つ一方で, X線検査や悪性腫瘍の治

療など, 生体の健康に対してむしろ恩恵を与える能力も持ち合わせている. 特に, 手術が困難な部位

にできたり, 転移したりする可能性がある癌に対して, 放射線治療は効果が大きいのではないかと

考えられる. 放射線の危険性と利益の両方を理解するために, 放射線の何が危険であり, 何が利益を

もたらすのかを知ることをこのたびの主旨とする.

2 講演内容

まず最初に今回の主役である放射線というものがどういったものであるかを確認を兼ねて紹介す

る. その次に放射線が生体に対して影響を与えるその現象について解説し. その結果人が発症しう

る疾患について紹介する. 最後に, 放射線を用いた医療技術や, 治療方法など病例も交えて紹介して

いく.
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